
 

 

 

 

第 1476 回例会報告          平成２８年９月１５日（木）雨 

■出席報告 

会 員 数      38 名 
出席対象        37 名 
出席者数     34 名 
出 席 率    91.9％ 
前回修正    89.2％ 

■ニコニコ BOX 

５名     8,000 円 

累  計  107,300 円 
目標額   60 万円 
達成率    17.9％ 

■今週のことば 

原ガバナーご苦労様です。本日は、よろしくお願いいた
します。               地区委員長 渡辺芳紀 

原ガバナー本日はよろしくお願いいたします。 
大澤邦彦、河西達雄 
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会長挨拶 

会長 河西達雄 

公共イメージの向上 
本日のお客様を、ご紹介いたします。 

２６００地区原拓男ガバナーです。原拓男ガバ

ナーには、本日公式訪問で訪れていただき、先

ほど会長幹事懇談会でご指導をいただきました。

のちほどクラブとクラブ会員のために卓話とご指

導をいただきます。よろしくお願いいたします。 

そして、諏訪グループのガバナー補佐を務めて

いただいております、当クラブ選出の大澤邦彦諏

訪グループガバナー補佐です。 

もうおひとかた、原ガバナーにご同行いただき

ました佐久ＲＣの森永哲郎（もりながてつろう）様で

す。ご同行を心から感謝申し上げます。森永様は

テレビで活躍のコメンテーター森永卓郎様の弟で

す。 

さて、もう一方うれしいお客様がおります。本年

度ロータリー国際交換留学生として当クラブで受

け入れております、ハルドイン・グエンドリン・マリ

ー・オードさんです。現在ファーストファミリーであ

る宮坂英貴会員のお宅に寄宿して、下諏訪向陽

高校に通学しております。 

グレンドリヌさんには、この後１５分程度の卓話

をお願いいたしております。 

さて本日は大変にぎやかな例会で私も大いに

会長挨拶を申し述べたいところですが、この後の

予定が詰まっておりますので一言のみお話しさせ

ていただきます。 

本年度クラブの目標として公共イメージの向上

を挙げております。７月以来対外的には「岡谷・下

諏訪ロボバトル」の参加、諏訪湖クリーン祭への参

加、長野県諏訪清陵高等学校附属中学への講師

派遣、高島小学校２年１組への授業協力など多く

の公共イメージを向上できる数々の行いをいたし

ましたが、地元マスコミへのアピールなどに相変

わらずロータリーらしいというかシャイなところがあ

ります。 

そこで、先日ロータリー留学生受け入れプロジ

ェクトの長崎リーダーと話し合い町長表敬訪問を

しようということになりました。このことはガバナー

補佐にも指摘されていたことでもあります。留学生

を受け入れていることを広く知っていただきロータ

リークラブの公共イメージの向上とともに、街でグ

レンさん見かけた人がグエンさんに声をかけてく

れたらという期待もあります。 

雑誌広報委員会の方と相談しながらマスコミへ

の連絡などこの過程を記録し今後の「公共イメー

ジの向上」マニュアルの一つとしたいと思います。 

本日は公共イメージの向上の話の一部をさせて

いただきました。 

◇幹事報告◇ 

【報告事項】 

９月２８日例会、１０月３日例会 ともに夜間例会

です。明日以降に順次 FAX 連絡しますので出欠

席をご連絡ください。 

【連絡事項】 

本日例会終了後記念撮影を行います。ご協力く
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ださい。 

【受領文書】 

国際ロータリー第２ゾーンロータリー財団ニュー

ス９月号が届きました。裏面に原ガバナーのお写

真が記載されています 

ロータリーコーディネーターニュース、ハイライト

よねやま、財団室ニュース、囲碁同好会のお知ら

せが届きました。回覧します。 

第1476回例会 

ガバナー公式訪問例会  

２６００地区原拓男ガバナー 

訪問いただいた原ガバナーより公式訪問の原

稿をいただきましたので、記載いたします。 

１．RI テーマ「人類に奉仕するロータリー」 

（RotaryServingHumanity） 

２．２６００地区方針及び行動指針 

地区標語「Basic＆

New！（原点に返

り新たな改革を）」 

行動指針「長所を

認め合い絆を深め

よう」 

３．重点事業（地区

プログラム P９） 

Ⅰ.会員増強（目

標）各グループ

純増１０名、合

計 ９０名 

この数年２０００名の会員確保に苦慮している状

況は２６００地区の最大の問題点 

会員増強をする為には例えば 

①ロータリーが果たした役割を多くの人に知っ

て貰うこと。 

②ロータリーとは何か、何に取り組んでいるかを

クラブを通じて地域社会に情報を広げる。 

③クラブの全会員がロータリーへの入会がロー

タリーの奉仕を通じて地域の為、人類の為によ

り良い世界を築く機会である事を認識し増強を

計る。 

Ⅱ.CLPの運用によるクラブの強化 

Ⅲ.職業奉仕の見える化 

会員が小、中、高の学校で自分の職業に関す

る話をする（ロータリーを知って貰う⇒将来の

会員増強） 

４.継続事業 

Ⅰ.ロータリー財団への寄付（ポリオの撲滅を含

む） 

今年度はロータリー財団設立１００周年の記念す

べき年です。財団１００年の歴史は、１９１７年６月１

８日アメリカジョージア州アトランタで開催された第

８回年次大会での RI 会長アーチ・クランフの「世

界で良い事をする為に基金を作るのが適切だと

思われる」という言葉から始まりました。 

その後基金に初の寄付２６ドル５０セントが寄せら

れ財団がスタ－トし、１００年間に世界中の何千と

いう地域社会に３０億ドルを提供してきました。１０

０周年はロータリアンや世界中の人々にとって R

財団の人動的活動の大きな歴史を振り返る絶好

の機会です。 

その歴史の重要な事の一つが２人の日本人ロー

タリアン山田ツネさんと峰英二さんが提唱したポリ

オの撲滅です。ポリオは現在アフガニスタンとパ

キスタンで１６例が報告されただけで、本当にあと

少しで撲滅できます。 

因みに、来年６月１０日～１４日財団発祥の地アト

ランタで国際大会が行われますので、当地区から

も多く皆様に出席をお願いしたいと思います。ロ

ータリーの友７月号の横読み P44～４５に「R 財団

１００周年を祝う」という記事が掲載されていますの

で一読下さい。 

さて、昨年度は財団への寄付は一人１５０ドル、ポ

リオ撲滅に５００円、平和センターに５００円という

金額をお願いしていましたが、１００年に一度とい

うこの周年を記念して一人１５０ドルの他ポリオに４

０ドル、平和センターに１０ドル合計２００ドルの寄

付をお願いします。（実質は４千円ほどの上乗せ） 

２０１６－２０１７年度ロータリーの目標（地区プログ

ラムP9参照） 

お願いばかりで大変申し上げにくく、又心苦しい

のですが、申し上げない訳には行きませんので

申し上げます。 

１９２０年１０月２０日東京 RC が設立総会を行い米
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山梅吉氏が初代会長に就任し、ここから日本の

RC の歴史が始まり２０２０年、東京オリンピックの

年に１００周年となります。そのため昨年「日本のロ

ータリー１００周年委員会」が立ち上げられました。

そして今年度が始まる７月１日に東京で第１回ガ

バナー会議が開催され、議題の一つにこの１００

周年委員会の予算が上程されました。予算総額

は１７６０万円で内訳は人件費６５０万円、事務所

経費２４０万円、備品費１００万円、三つの委員会

費５５０万円、予備費２２０万円です。寝耳に水の

様なこの件に対し各クラブで既に予算も立てられ

ている事もあり我々ガバナーから多くの反対意見

が出されましたが最終的には１００周年という周年

事業をやらない訳にはいかないだろうという結論

に至りました。 

その結果、今年度は約８８０００人の会員に一人２

００円の拠出をお願いするという事になりました。

予算書では納入期限は１０月末日となっていまし

たが、降って湧いた様なこの件を各クラブにお願

いし理解を戴くにはガバナーが公式訪問で直接

お願いするしかないという事で納期は来年４月か

５月に延期して貰いました。 

今更大変心苦しいお願いで恐縮ですが、考えて

みれば日本のロータリー１００周年を祝う事は我々

ロータリアンにとって大きな節目のお祭りのような

事であり、公共イメージの向上には絶好の機会と

とらえるべきだと思います。会員の皆様には異論

もおありかと思いますがご協力を是非宜しくお願

い致します。 

 

次に、３年に１度開催される規定審議会がシカゴ

で開催され当地区からは堀川浩 PG が代議員とし

て出席されましたがご承知の通り今回は大きな変

革がありました。一部の会員の皆様はロータリー

に失望したやの発言もあるとお伺いしましたがこ

の変革を否定的に捉えるのではなくむしろ自分た

ちのクラブをより良くする為の自主権が多くなった

と肯定的に捉えて欲しいと思っています。 

例えば例会に柔軟性を持たせる件についてはク

ラブフォーラム等で全員で議論し、その決定が自

分たちのクラブに取ってより良いと思われるならば

その方向性を決めるのは各クラブ自身です。 

但し今期は既に始まっておりますので、この一年

しっかり議論して欲しいと思います。地区研修･協

議会でも申し上げた個人的な意見ですが、私は

「四つのテスト」の内三番目の「好意と友情を深め

るか」を一番大事にしています。毎週例会で友と

逢い語らい知らなかった知識を得るのはとても楽

しみです。 

最後に東京RCの今年度のテーマは「EnjoyRota 

ry」です。 

楽しくなければロータリーではありません。皆さん

ロータリーを楽しみましょう。ご清聴ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇交換留学生来訪◇ 

交換留学生、ハルドイ

ン・グエンドリン・マリ

ー・オードさんが来訪

いただき、自己紹介を

していただきました。ま

たバナーの交換もして

いただきました。 

機会があるたびに参

加していただきたいと

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


